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南フランス研修紀行
フランスの文化を訪ねる旅に参加して
筒井京子 石垣和子
I はじめに
服飾研究には，服飾文化とモードの発祥地であるフラ ンスを訪ね，その文化に直接ふれるこ
とをかねてからを願っていた。今回，山田夏子先生 （服飾評論家 ・東京在住）の主催で 、、フラ
ンスの文化を訪ねる会H が企画され，その内容がいままでの観光的旅行と異り，私ども服飾の研
究にたずさわる者にとって，必見の研修地が含まれていることを知り，参加を希望したところ，
今回の海外研修の機会に恵まれた。
1 .研修日程
全日程は昭和55年7月31日
から 8月17日までで，パリか
ら南下 して南フランスのプロ
ヴァンス地方に9日間， アル
サスt也方のミュルーヅに2日
間，パリ に7日間の日程であ
った。
2.研修経路
7月31日 （木曜日）午前8
時，オルリー空港に着く。気
温は以外と低く， 18℃前後で
快い涼しさである。山田先生
の娘さんのリラ・ルリーブル
さんが私たち一行を迎えて下
さる。リラさんはフランス人
と結婚され活躍している国際
人で，先生のフランスにおけ
る仕事面でのよき協力者であ
り， 今回の見学のガイド役を
I 研修日程及び経路
図1 主なる研修経路
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つとめて下さる方である。一行は山田先生を中心に，女性14人， 男性l人の15人でいずれも服
飾にかかわりのある職業をもった人達の集まりである。貸切りパスはすぐ市内観光，ベルサイ
ユ宮殿を見学し，そのあと時差ぼけで疲れを訴える人もいて，宿泊先のホテルに直行した。ホ
テル・ノ ルマンジーは，ルーブル美術館の近く で，さして大き くはないが格式のあるホテルで
あった。
8月1日 （金曜日） ホテルを早朝6時に出発，まだ薄す暗いパリの街をリヨン駅に向う。リ
ヨン駅は南フランス方面にバカンスに出かける人々であふれていた。特に家族づれが目立ち子
供達はベットの犬をつれている。犬も家族の一員ら しく，一家そろって長期のバカンスを楽し
むフランスのお国柄がしのばれる。 7時45分ニース行の列車に乗る。日本の新幹線の様にスピ
ード感はないが，ファース ト・ クラスの車内はゆったりと して，オレンヂ色のカーテンと椅子
カバーのコーデネイトが楽しい雰囲気である。
パリから南下して，プロヴァンス地方に近づくにつれて，美しい田園風景が広がっていった。
13時50分， アビ、ニオンに到着，駅前に大型パスが待っていた。気温はやはりパリよりかな り高
く30℃位で結構あついが 湿度が低いせいか日蔭は涼しくて，北海道の真夏の気候を思わせる。
パスはアビニオンの町を通りぬけ， ル・ カボネット・ホテルに着いた。ホテルは，ゴッホの画
によくみられる糸杉に固まれた静かな郊外にあった。
8月2日（土曜日），研修第1日目， 今日からプロヴァ ンス地方の見学の説明をして下さる
セ・レーナ先生の紹介があった。この方はこの地方に住む歴史の先生で国家から認められた資
格のある方だそうで，胸にそのパッヂをつけていた。セ ・レーナ先生は，大柄で、意志の強そ う
な中年の女性であった。
⑨オランジュ （ORANGE)
アビニヨ ンから少し北上した所にあるオランジュに向う。一般にプロヴァンス地方は南フラ
ンスを流れるローヌ河が育てた農村地帯だが，昔ながらの伝統を大切に，自然の知恵、を創造的
に生かした所だと云う。オランジュもその説明の通り，古代ローマが完全な形で残されている
劇場や凱旋門のある有名な町であった。野外劇場の入場料は2フランで， 中にはいると，まづ
目もくらむ様な広さに圧倒される。この建物は初代ローマ皇帝アウグウストウス時代に作られ，
2世紀には修復されたといわれているが，正面の壁面は巨大な石を積み上げて作られ，長さ103,
高き40mと当時の偉容をそのまま残している。半円型をした階段状の客席は岡を掘って岩の所
に席をはめこんだもので，中央には有名なアウグウストウス帝の巨大な石像がみられる。 8月
上旬には，ここに大勢の人が集って，オペラや，コンサートが開催されると云う事であった。
私たちは暑さ もわすれて その偉容なまでに巨大な眺めにしばし見とれていた。
⑨フォンテーヌ ・デ、ユ ・ウオークリューズ（FONTAINE・ DE・ VAUCLUSE) 
アピ、ニヨンの近くで水理学 （鉱泉学）上大変珍しい土地と云うことで，美しい川の流れに沿
って山道を歩いてゆく と水源地にたどりついた。谷山と緑の木立にかこまれて水は深い谷間に
静かに溜っていた。しかしこの水は何処から流れて此処に溜るのか，いまだに判らないと云う
ことで，神秘的なまでに美しいみどり色である。山田先
生はこの水の色が，本年の流行の色といわれ，私たちは
ここで何枚も写真をとった。今でもあの美しい水の色は，
わすれられない。その近辺に，水車ノj、屋と紙すきの工場
があり日本の和紙によく似た製品の作り方と，紙で出来
たこの地方特有の製品を販売しており，大勢の人達がそ
れを買い求めていた。
⑨ルシリオン（ROUSSILION)
この日最後の研修地はルシリオンと呼ばれる高峰で，
この土地一帯は赤茶けた土の色が自につき，その土で作
られる瓦屋根が，拡大な緑の山々の聞に点々 とみえて，
非常に印象的である。 ルシリオンは， そんな風景がつづ
く山の上にあった。パスから降りて赤地をふみながら山
の尾根を登っていくと，目の前に赤い壁の山肌がそびえ
ていた。今まで見た事のない不思議な光景である。そそ
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写真1 野外劇場（オランシユ）
ー
り立つ山肌の色はあらゆる赤（オレンヂに近い）の段階にわかれ， 筋の刻まれた断崖の側面は，
まるで色明調を見ている様である。白っぽいオード色から燃えるようなオレンヂ色まで，その
地面にあらわれた色は17色もある と云う。肉眼でも 5～6色の段階が， わかるのである。この
自然がなせる不思議さは，粘土質の砂の中にある，さまざまな酸化鉄の存在によると云う。絵
画やモー ドに関心のある人には一見の価値のある非常に興味ぶかい自然との出会いである。山
田先生の講義の中で，色の基本は土にあるといわれた事が， この大自然の中にはじめて実感と
してよみがえってきたO
8月3日（日曜日）今日もまた，抜ける様な青い空である。日中の気温は25℃～30℃位まで，
上昇するが，朝夕は涼しく，大へんさわやかな研修日和である。 9時にホテルを出発， アルル
写真2 ルシリオンの影観 に向う。アルルはローヌ河ぞいの
人口5万たらずの小都市で，ロー
マ時代の遺跡がみられる落ちつい
た町並であった。 私たちが一番身
近かなのは，ピゼ一作曲の 「アル
ルの女」 であり， 画家ゴッホが，
晩年をすごした土地と云う事であ
ろう。
⑨アルラタン （ARIATEN）博
物館
アルルの岡Iにあるアルラタン↑専
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物館は，フレデリ ック・ミッシェル （Fredericmistral ・ 
1830年～1914年没）によって建てられたもので，この土地の風俗，
習慣，歴史， 民間伝承等が残されている貴重な博物館である。
また彼は1904年に，ノーベル文化賞をうけ，そのお金でこの
博物館を建てたと云うことであった。私たちを玄関に迎えて
くれたのは， ブロヴァ ンス・スタイル （1800～1870年頃）の
衣裳をつけた女性であった。黒のロング ・ドレスに白い大き
な衿，頭にはレースの帽子をかぶっている。古風な修道院的
な建物と，その女性だけをみていると， 18・9世紀に逆もど
りしたような錯覚をおぼえた。建物の中の展示室はうす暗く，
写真の撮影は禁止であった。衣裳の展示は1738年から1910年
頃までの婦人服が主で，衣服の他に，帽子，ショール，手袋，
アクセサリー など時代の変遷を追って展示しであり，良く手
入れのゆき届いた保存の仕方など，私たちも学ばなければな
らないと思った。プロヴァンス ・スタイ ルの婦人服にはこの地方独特の着方があり，殊に衿元
に大きくかけたストール風の衿の扱いは，ひだを寄せて止め，仲々優雅な着こなしである。こ
の着装については，次回に述べたいと考えている。
⑨アルル（ARLES）古代闘技場
次にアルルの中心地にある，古代闘技場にゆく。オラ ンジュの半円型と異り，ここは円型の
闘技場で，この中で人と人，または人と獣が，どちらが死ぬまで戦ったと云う。紀元前46年頃
建設され， 約2万人以上の人を収容出来る大規模なもので，7世紀には，220軒の家をま とめ
周囲をかこい，城塞として外敵から身を守ったと伝えられている。
そのあと1920年にフランス人が散歩している時に発見されたといわれている，ギリ シャ時代
紀元前120年頃の遺跡を訪れた。写真でもわかるが，地面よりかなり低い所にその建物の名残
りがはっき りとみられいまだ未発掘の所が残されていると云う説明があった。この遺跡の見学
のあと，サンルミ・プロヴァンス（SAI
NT REMY PROVENCE）の近くで，
この地方特有のオ リーブの木で出来た腕
輪やペンダン ト，サントンの人形，匂い
袋など南フラ ンスの香ゆたかな民芸品の
店が立ち並び大勢の人達が買物を楽しん
でいた。
⑨ト ラスコン（TRASCON)
8月4日（月曜日）昨日にひきつづき
快晴である。今日はアルルとアビニヨン
写真4 ギリシャの遺跡（アルル）
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の中閣の町， トラスコンの衣服工場，スレアド （Souleiado）をたずねる。フランスでは，パ
リも地方都市でも，今はバカンスのシーズンで町中が静かな感じである。この衣服工場は，従
業員が50人程と云う事であったが，目下バカ ンスで実は，本日休業のところを特別，私たちの
ために，主任さんと販売の方数人が出勤してくれたと説明があった。工場は1743年に創業した
古い伝統をもったプロヴァンス・スタイルの衣服工場で，日本人の団体見学者は，今回がはじ
めでと云う。まず私た ちは，捺染の仕事場に案内されたが，建物も設備も決して良いとは思
われない昔ながらの仕事場で，主任さんが，デモンス トレーションをみせてくれた。漂白した
綿布の上に，銅版または木版に染料を充分にぬって，布の上におき四すみを鉄槌でたたく。単
純だが版は大きく重みがあり男ならではの作業である。 色を強くする場合は，更にもう一度版
をかさねてゆく。次に布を井戸水で、洗い更に蒸しでもう一度水流いして乾す。現在の捺染は印
刷機を使って染める方法がどこでも常識になっているが，この工場のよう に手作業の方法は，
世界でもここを含めて20軒位しか残っていないそうである。下地になる版のデザインは約4万
型程あって，200年前，つま り創業当時からのものがすべて大事に保管されているそ うで，図
柄は花， 鳥，樹木が多く，これはコンパニオン（働く人）達が地方を回ってみて歩き，さまざ
まな図柄のアイデアを考え出すのだそうである。このあと銅版や木版の保存しである倉庫に案
内されたが，薄暗い倉庫の中には，ところせましと版型が山積されて，古い順に番号が記入さ
れていた。古い図柄は6世紀ころインドからはるばるローヌ河を渡ってこの土地に運ばれたと
いわれ，インド更紗から影響をうけて，ジュイ（フランスの更紗）が作られ今日の様に独自の
図柄が出来上ったと説明があった。古い伝統を大切に保存し，次の世代に残そうとするフラン
ス人気質がう かがわれ，機械文明にみられない手作りの良さを再認識した。
⑨アピ、ニヨ ン（AVIGNON)
パスは北上してアピニヨンの町にゆく。プロヴァ ンス地方をゆったり流れるローヌ河のほと
りで中世の面影を残す古都アビニヨンは，人口10万位の小都市である。周囲を約480mの城壁
がかこみ，その中に町があり，町の中央には， 14世紀ゴシック風建築で，宮殿と城塞を兼ねた，
写真5 プリント工場（スレアド） 写真6 捺染用の錦版（スレアド）
／ 
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教皇庁がそびえ立ち，ひときわ人目を
ひく。また右手にロマネスク風建築の
ノートル ・ダム寺院がみえ，まるで中
世の洋画をみている様である。パスは
町の中を走りぬけ，サン・ベネゼ橋近
くにゆく。この橋は「アピ、ニオンの橋
の上で……Jの歌詞で有名だが， 1177
年に着工して8年の歳月を費して完成
写真7 サン・ベネゼ橋（アビニヨン）
，.ー－’ 
したと云う橋である。私たちは橋を背 」 a・h
影にした川のほとりで写真をとった。南国の太陽がさんさんとふりそそぎ，暑さも最高調，し
かし木蔭は涼しく，近くの公園には半裸に近いスタイルの若い男女が， のんびりと寝そべって
いた。
見学を終えてホテルに帰るのは夕方の7時前後になるが，こちらは白夜で9時近くまで明る
い。帰るとまづ一日の汗をシャワーで流し， 8時からホテルのレストラ ンに集って夕食会をす
る。山田先生とリラさんを中心に，明日のスケジュールの事，其の他もろもろの話が10時近く
まではずむ。お料理は系宅フランス風で，オードブルからデザートまで毎日，メニューを変えて
出てくる。日本人向きに淡白な昧っけにして呉れている様だが，肉のボリュームや，油の使用
量が多く，食の細い私たちには少々もてあまし気味であった。フランスでは水が良質でな く，
従って生水は飲まないのが常識で，いわゆる日本風の 川おひやH は何処に行っても出して呉れ
ない。しかし日本人の水好きを知って このホテルでは氷を入れた水をふんだんに用意してく
れた。
⑨ニーム（NIMES)
8月5日（火曜日）この日はアピ、ニヨンから約43krnの所にあるニームの見学であった。ここ
は人口15万住の中都市で，よく保存されたローマの廃櫨と遺跡のある歴史的な町で，ロマン時
代（ローマ帝国の支配下にあった5世紀頃）， フランスからスペインにゆく途中の重要な町と
写真8 美術館の前にで（ニー ム） して繁栄した。古い劇場や遺跡が至る
ところにみられ， 19世紀以降は， ワイ
ンの交易や絹， 綿布，カーペy 卜など
の生産地としても知られている商工業
都市である。
若い人の聞で人気のあるデニムの語
源はこの町に由来している。 以前，こ
の土地で織られた綿布をニームのサー
ジ （Sergede Nimes）と呼んだが次
第に前半のサージが落ちて，デ ・ニー
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ムとなったといわれている。またこの綿布はアメ リカ
に渡り，開拓時代には幌馬車のおおいや作業着に用い
られ，以来アメリカでは木綿綾織物をデニムと呼んで
写真9 ディアー ヌ神殿にみられる
石の彫刻（ニー ム）
いる。
⑨泉の庭
街の中心から少し離れた位置に美しい庭があった。
うっそうと茂った松や杉に固まれた庭に朝の空気が
清々しい。その庭園をすまると緑の木立を背景に静か
な泉があって，白鳥がすいすいj永いでいる。車Hなので
あまり人影もみられず私達はゆっくりこの美庭を眺め
た。 18世紀頃に造園されたと云うこの庭の中には数々
のローマの遺跡が残っている。
泉の庭の横に，ディアーヌ （Diane）という神殿が
あった。これは2000年前の建物でその時代の祈祷所で
あったと云う。
⑨メゾン ・カレ （MaisonCarree) 
ニームの目抜き通りのひとつ， ;I.、f、
・カレ大寺院があった。古代ギリ シャ ・ローマ建築様式の代表的な建物であるこの寺院は，コ
リント様式の円柱を特徴としている。 紀元前1世紀にアウグウス ト帝が孫のために建てた寺院
であると云う。その後，市庁舎や教会などに使われたが，現在では古代博物館として使用され
写真10 古代闘技場（ニー ム） ている。時間の関係で中の見学は出来なかったが入口
援炉； のコリント様式の円柱の所で全員で記念写真を写した。今はここが市民の憩の場所ら しく大勢の人々が休息し
ていたが，日本人の団体が珍しいら しく，大人も子供
も私たちから目を離さずこちらばかり見ているのには，
いささかとまどってしまった。
⑨エーグ・モル ト（AIGUESMORTES) 
午後よりニームの南，エーグ・モルトに向う。パス
は先に海水浴場に寄り， 一部の人は海水浴を楽しんだ。
この一帯は地中海に面した有名な避暑地で，色彩ゆた
かな近代建築が立ち並ぶガンデ・モー ト（GRANDEMO
TTE）という処であった。このところフランスの遺跡
や古い時代の建物ばかり見なれた目には，どこか異国
に来た様な感じのする海辺の町である。
エーグ ・モル トはそこから少し北にある中世に建て
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られた城郭都市で， 1248年頃，ルイ 9世が十字軍を率いて船出したといわれ，方形の巨大な壁
が今でも完全に残されている。現在，城の中は観光化して，おみやげ店や食料品店が立ち並ん
で海水浴帰りの人々でにぎわっていた。
⑨アルル （ARLES)
8月6日 （水曜日）アルルではすでにアルラタン博物館を見学したが， 今日は朝市がたつと
云うので朝早くホテルを出発した。パスは延々とつづく朝市の前を通過し，一番終りの所で降
りて， 2・3人づっ組んで、朝市の中をみて歩くことになった。この市は週に2回程， この場所
にたっそうで，食料品から衣料品，靴・パック，ベルト，お花など生活必需品を近郊の商人や
農民が品物をもって集りそこに人々が買いに集ると云う。パスを降る時，リ ラさんから，お金
やカメラの貴重品の注意があった。全くその通りで，せまい通路の両側にび、っしりと店が並ん
で大勢の人がぞろぞろと歩いてゆく。私たちはその人々の流れにもまれ乍らいろいろと買もの
を楽しんだ。店頭の野菜や果物は，でこぼこして，見た目には日本ほどよくないが， 今畑から
とりたての感じで，新鮮な色つやは，およそ公害の心配はなさそうであった。衣料品や靴なども
格外に安く，気軽に買える品物ばかりであった。今日はこのあとカマルグ地方の見学である。
⑨カマルグ （Camargve)
地図でみると， アルルから地中海に向って南下してマルセーユにゆく 方面と，サント・マリ
ー海岸にゆく方面とでデルタ（三角州）地帯を形成している。この一帯をカマルグ地方と呼び
フランスで唯一の米作地帯であると云う説明があった。 また野生の馬や牛，鳥の自然公園で，
地中海の細い砂で出来た美しい海岸線がつづき，一大塩田となっていて，フランスでも珍しい
地方として，すべて政府がこれ等の管理にあたっていると云うことであった。パスが進むにつ
れて小高く積み上げられた塩田の山が見えはじめたが，それが淡いピンク色を呈している。塩
は白いものとばかり思っていたが，ピンクから精選されて次第に白くなってゆくそうで，その
説明通りパスの窓から見える塩田はだんだん白くなっていった。次に雄大な草原がみえはじめ
野生の白い馬やトロ（闘牛）が拡大な草原にゅうゅうと草をはんでいる。草原は次第に模地帯
写真1 近代建築（ガンデモー ト） 写真12 エーグ・モルトの城塞
． 
写真13 アルルの朝市
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に変って，地中海に近づく頃フラマン （フラミ
ンゴ）の一群が水平線の近くにみえてきた。こ
こには相当の数にのぼるフラマンが穣息してい
て， 11月頃になるとアフ リカに飛んでゆくと云
う。フラマンの雌は31日間卵をあたためて子鳥
にかえし雄は，エサを運んで、きて雌や子鳥に与
えるが，すべてグループで行動するのが特徴で
これをフラマンのコロニー集団と呼ぶそうであ
る。空を飛ぶ時は昼間は翼をやすめて夜，星を
目あてに3000mも上空を飛ぶと云う。政府では
この鳥の保護に力を入れ，この土地にフラマンの研究所もあると説明があった。
この日の中食は，旅行中，最も想い出に残る珍しいお料理で，この地方でも有名な，ブイヤ
・ベースのお店に行った。レストランの一室が私たち，遠来の客のために用意されていて， 部
屋の装飾も南国らしい雰囲気で飾られていた。まづ， 地中海で今とれたばかりのお魚や貝類を
ふんだんに使ったブイヤベースが出る。えび
やかに，ひら目，ムール貝など魚貝類の大皿
盛合せなど，大変美味なものばかりで， :t,，料
理が運ばれるたびに， 一斉に歓声が上り，
今まで，見た事もない珍員や珍魚を鑑賞する
のに大童で、あった。一行の中には原型のまま
出される調理の仕方に少々閉口ぎみの人もい
たが，しかし地中海でとれる珍しい魚貝類を
心ゆく迄堪能したことの方がより貴重な体験
であった。
⑨エクス （AIX)
8月7日（木曜日），研修も 6ケ目を迎え
皆元気で今日はエクス ・アン ・プロヴァンス
(AIX EN PROVENCE）の見学である。
エクスは小高い山々に固まれた人口12万程の
気候温和な町であるが，画家セザンヌの生ま
れた土地として広く知られている。30km程
離れた所にマルセーユがある。港をもっマル
エクスはお金持がその別荘地として住んだと
いわれている。従って町の中に満酒な館が残
写真14 ブイヤ ・ベースの店で
写真15 カマルグ地方の塩田
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っている。町の中央に大噴水があって，プラタナスの
並木が広い道の両側にあり，人々はその木かげで涼風
を楽しんでいる。札幌の大通り公園の噴水も近代的で、
美しいが，古い建物や彫刻を大切に保存し，そこに計
画された都市づくりは見事な眺めで，やはり歴史の重
みを感じさせる。
⑨セザンヌのア トリエ
セザンヌは1839年にこの土地で生まれ1906年に没し
た印象派の画家であることは周知の通りだが，その生
涯は殆どこの土地ですごし，従って絵も静かなこの町
でかき上げたと云う。ア トリエは町の北にある坂道を
登った住宅街の一角にあり白壁にかこまれアトリエの
玄関には大きなオリーブの木が繁り庭先には，コスモ 、
スや野生のリ ラ，ローリエの葉など美しく咲き乱れて
いた。室内は入場料3フランで，生前セザンヌが絵の
写真16 セザンヌのアト リエ
画材としたワイ ンのピンや机 ・椅子 ・帽子などそのままそっく りおかれている。さして広くな
いアトリエだがその静かなたたずまいの中から数々 の名画が生まれていったのであろうか。有
名な「水浴する少女」の画は，出来上る と大きすぎて部屋から出せず，窓をこわして出したと
云う説明があった。
⑨パアサルリー （Vasarely）美術館
写真17 サン ト・ ビク トワー ル山 古い歴史の名残りをとどめる建築物の多いこの地方
電r-4!
岨苛晶画
臨 調堕圃
” 
歯髄
に全く対照的な，白黒の四角い近代的な建物が，パア
サルリ一美術館であった。ブタペス ト生れのこの画家
はオプ・アー トの第一人者で1930年よりパリで制作活
動に入ったといわれている。モダンで現代感覚にあふ
れた建物の中は，画廊は勿論，廊下，洗面所に至るま
で色彩的に計算された見事なものであった。画は立体
的な彫刻をみる様で， 天井からつり下げられた大型の
作品群は，四角と円，点、と線，直線と曲線で構成され，
立体感や遠近感を表現した抽象画である。充分にスペ
ースをとった広々とした画廊には，見学者も少な く静
かで，私たちはゆっくりま監賞することが出来た。
セザンヌのアトリエと美術館を見学したあと，パス
は市街をすぎてしばらく走るとプロヴァンスの平原が
広らけてきた。 緑の木々の聞に突然白い岩肌の山の項
写真18 パザルリ一美術館の外観
－ー・同幽圃回圃
きがみえ始めてきた。この山はセザンヌのテーマのひ
とつとして知られているサント・ ピク トワールと呼ば
れる岩山で， 2000年の昔，ローマとの戦争の時，大勢
の人が死に山の木までも枯れ絶えて，その後は樹木が
生えなくなったので人々はプールイエール（くさった
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写真19 パザルリ一美術館の画廊
山）と呼んだそうである。しかし青い空に白い岩肌をみせる山は非常に美しく，又ここには三
つの町の水を止めて作られたと云うダムもあって，その影色は訪れる人の心を，爽やかなもの
にしでくれる。
⑨マルセーユ（MARSEILLE)
8月8日（金曜日）今日この地方の最後の見学地，マルセーユに向う。昨夜は珍しく雨が降
り涼しい朝を迎える。ホテルからマルセーユまで約3時間，途中の町に石油地帯と言っても，マ
ルセーユに輸入された石油をこの地に一時スト ックし，フランス各地に配分すると云うことで
あった。少し手前の町のマルティグは，ベール湖に面した小さな町だが，港が近いせいか，ど
ことなく異国情緒の漂う町で私たちはそこでサンタ ンの老人形を買った。 独特な容貌をもった
この老人形はこの地方に生まれ働き そして老いて行った老人達の姿を残していると云う。
フランス，殊にこの地方では老人を大切にする風習が根づよく残り，その尊敬の念がこうし
た老人形を作らせていると山田先生のお話であった。マルセーユは パリに次ぐフランス第2
の都会で人口96万の商工業の盛んな港町である。現在は， 北アフ リカからの移民が多く， 多種
多様の人種が集っていて，パリ同様，治安の点ではよくないと云う。パリなども大勢人の集る
観光地はこの2～ 3年非常に盗難が多く，パリ当局はあま り犯罪に対して積極的でな く自衛す
る外はないと云う。その点日本は安心して旅行の出来る良い固とつくづく思う。パスは街の中
心の坂道をくだり，入江になっているマルセーユの旧港に向った。間もなく美しい海岸線がみ
えはじめ私たちはパスから降りて， 地中海の涼風にあたった。まさに紺碧の空と海である。こ
こからデュマの伝記「巌窟王」で有名なイフ城の小島が眺められる。波間に浮ぶ孤島は今や観
光の名所となって，多くの人々が毎日往来していると云う。
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写真20 ゴンベ 衣ー裳博物館 午後からこの街の山手の方にある衣裳博物館を見学
した。フランスにはパリは勿論のこと美術館や博物館
が実に多い。その地方の名作を集めた美術館や土地に
ゆかりのある風俗習慣などを収めた博物館が必ずみら
れるのである。
これは美しいものに対するあこがれと古い歴史に対
する愛着の国民性によるものなのかもしれない。
⑨シャ トー ・ ゴンベー （CHATEAUGOMBERT) 
18世紀から19世紀の衣服，殊にこの地方を中心に集
められた衣裳博物館で， 1930年頃， 建てられたもので
個人の所有する博物館と云うことであった。この内容
については，アルラタン博物館の婦人服同様，次回に
述べたいと思う。
8月9日 （土曜日） ' 7日間にわたる南フラ ンス，
プロヴァンス地方の研修を無事に終えて9日パリに帰り，ノルマンジー ・ホテルに1泊して翌
日， 再びパリを発ってアルサス地方の， ミュルーヅに向った。ここでは，鉄道博物館及びミュ
ルーヅ染織博物館を見学した。 12日又パリに戻って，パリではクリスチャ ン・デイオールと，
マダム ・グレのコレクションを見学，又市
内にあるガリエラ衣裳博物館も見学した。
ミュルーヅの染織美術館とパリのガリエラ
めにしたい。
⑨クリスチャ ン・ディオール（Christien
Dior) 
8月13日（水曜日），ディオール店のコ
レクションも今日で最後という日の午後，
私たちは約80点近い豪華なコレクションを
見学した。
主任デザイナーのマルク・ボアン （Marc
Bohan）は長い間，一貫してディオールの
店を維持しつづけて来た人で，今回のコ レ
クションもさま ざまな素材をフルに生かし
た繊細で若々 しいものであった。
写真21 ガリエラ博物館
写真22 ガリエラ博物館
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写真23 ディオール（ドレスとコー ト） 写真24 ディオー ル（コー ト）
シルエットは全体に細身で，四角い肩や不規則なへムラインが目立った。色は黒を中心に，
白，ベージュ，こげ茶，プラム，ダーク・グリーンなど深みのある渋い色調だが，素材はベル
ベット，タフタ，サテン，サテン・クレープ，モス リンなどが多くみられた。特に，イ ブニン
グ・ドレスには，手の込んだ繊細な刺繍や，扇型にプリー ツをたたんだスカラップ風の扱いな
ど，洗練された色づかいの中に華やかな手法をおりこんだコレクションであった。
⑨マダム・グレ（MadameGyes) 
デイオールの華やかさと対照的に，落ちついた雰囲気が，マダム・グレの店であった。突然，
何の前ぶれもなく ，ショーがはじまった。長身のモデルがカー ドをもって，じゅうたんの上を，
滑るよう に歩いて来て，さっとひき上げてゆく。もちろん音楽も流してはいない。しかしこれ
が，従来のショーのあり方で，マダム ・グレは昔ながらの演出を固持し少しも変えようとはし
ていないのである。 作品は30点く らいで， さして多くはないが， 1点l点が個性的で縫製のた
しかさと シルエットが実に美しい。アシメトリーの肩や裾，三角状のカッ ト，はめ込みベルト
の扱い，殊に，布地の彫刻家といわれるのにふさわしい作品は，黒の異素材を生かしたイブニ
ング ・ドレスで，そのトップは微妙な曲線で切替えられていた。 ドレープの扱いは期待に反し
てみられず色調は， 黒を主流に，こげ茶，マロン，ダーク ・グリーンなどやはり，秋， 冬向け
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として，ふさわしい重厚な作品であった。
80年代になってフランスは，不景気風が吹きはじめ，殊にモード界は今年の冷い夏のため，
一向に振わず，この秋冬コ レクションも例年に比較すると各メゾンとも発表する服の数が，め
っきり減っている と云う事である。 しかし最近日本では，パリ・ コレクションばやりで企業の
商業ペースに乗った， これ等のコ レクションをみる機会も少なくないが， やはり本場のパリで
みるコレクションは，それぞれの店の個性や，全体の雰囲気に程よく調和して私たちを魅了し
た。
皿おわりに
今回，フランス文化の発祥地である南フランスのプロヴァンス地方を訪れ，フランスの古い
文化や遺跡にふれ，数々の貴重な体験を味わった。中世の面影を残すアピ、ニヨ ン，画家セザン
ヌが生れ育ったエクスの町など，多くの地方都市が存在するが，そこには其の地の名作を収め
た美術館や，土地にゆかりのある風俗習慣を伝承する博物館が，至る所にみられ， 昔乍らの伝
統を大切に，自然の知恵を生かしていることがわかった。 また， プロヴァンス特有の美しい自
然もわすれられない。ゴッホの愛した糸杉，オリーブの木立，ラベンダーの紫の色，ルシリオ
ンの赤土やフラミンゴの羽ばたきなど……，日光と緑の織りなす大自然は素晴しく，フランス
の色は，こうした自然の中から生まれ，モードとの関連をもっと云うことが，あらためて肌に
感じたのであった。
パリでは，オート・クチュールを代表するこつのコレクションを見学した。華やかで，バリ
エーショ ンにとむク リスチャン ・ディオールと，静かで、しぶい演出で従来のオー ト・ クチュー
ルのあり方を誇示するマダム ・グレと，全く対照的な印象をうけた。また，現代のモードの中
でく りかえし登場するフォーク ・ロア調の服は，特色ある民族衣裳がそのベースになっている
事は，云うまでもないが，数々の衣裳を実際の目でたしかめる事の出来たのは非常に大きな収
穫で，次回は後半に見学したアルサス地方のミュルーズ染織美術館の内容と，アルルのアルラ
タン博物館などの民族衣裳を取り上げて，着装，素材，構成について述べたいと考えている。
おわりに，浅井学園創立40周年記念行事の一環として，海外研修に参加させて項いた事を，
感謝すると共に，今回の研修で学んだ事柄を今後の学生指導に生かし，また貴重な体験と収穫
を得たことは，今は亡き浅井学園長の永い年月に亘る服飾の原点や美に対する御指導の賜物と
深感しこれを契機に更に研さんにはげみたいと思う。ここに浅井学園長の御冥福を心より御祈
り申し上げます。
(1980・10・29)
